
校区の共育目標「ふるさと長糸を愛し、そのよさを伝え広げる子どもたちの育成」【参加と貢献！】 

「コミュニティ・スクール長糸小」学校運営協議会通信 

 

 

 

 

  令和５年７月２５日（火）、令和５年度第２回長糸小学校学校運営協議会を開催しました。 今回

は、委員の皆様に加え、PTA 理事の皆様にもご参集いただき、３つのセクションに分かれて、それぞ

れのテーマについて熟議（セクション会議）を行っていただきました。 

セクション A（学びづくり）は「これからの子ども達に必要な学力（自ら学習する力）」、セクション

B（安心・つながりづくり）は「これからの子ども達に必要な人間関係づくり（コミュニケーション

力）」、セクション C（地域連携づくり）は「これからの子ども達を支える基本的な生活習慣」につい

て、意見を交わしていただきました。 

これら三つのテーマは、これまでも大切にされてきたことではありますが、目の前の問題に対して、

正解ではなく自分達で答えをつくっていくことが求められるこれからの社会においては、重要度がさ

らに増しています。そのようなテーマについて、学校運営協議委員の皆様と PTA 理事の皆様、そし

て教職員とで話し合うことそのものが貴重な時間でした。それぞれの立場から、率直な意見を出し

ていただき、今後の在り方について方向性を見いだすことができた会となりました。 

セクション A では、与えられたものをこなすだけでなく、学校や家庭等で、「自分で課題を見つけ

たり、考えたりすること」を数多く経験することが大切であるとまとめられました。 

長糸びより    令和５年９月４日 
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セクション Bでは、ひと・もの・こととのコミュニケーション（関わり）が活発になるよう、学校や家庭

等で、「子どもと同一のことを体験すること・経験すること」が大切であるとまとめられました。 

セクション Cでは、子ども達が日常生活を通して心身ともに健やかに成長するよう、学校や家庭、

地域等で、「遊びの場（場所、異年齢等）をつくりだしていくこと」が大切であるとまとめられました。 



 

 

 

 

「アフターコロナ期に、長糸発信の教育を②」 

 

本年５月のゴールデンウィーク明けに、５類に移行した新型コロナウイルス 

感染症。まだまだ、その勢いは衰えていませんが、日常生活はコロナ禍前の 

状況を取り戻しつつあります。ただ、何もかもコロナ禍前にそっくりそのまま 

元に戻すのではなく、コロナ禍で学んだことを生かしながら、新しい生活様式を 

つくりだそうと、社会は動いています。  

学校においても、コロナ禍前までは当たり前のように行っていたいろいろなことを、「子ども主

体」という観点で見直し、子どもにとって本当に価値あるように、また子ども自身がよさやすばら

しさなどの価値をみいだすことができるように、教育活動を精選しています。このような教育活

動の大転換ともいえる「子ども主体」の教育活動の実現は、学校だけの力では難しいものがあ

ります。今まで以上に、家庭と地域と学校とが、長糸小に通うすべての子ども達のために、知恵

と力を出し合うことが必要です。 

皆様にお力添えをいただきながら、県下に誇れる長糸小学校の教育を展開してまいりたいと

思います。   
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セクション Aの熟議の様子 

セクション Cの熟議の様子 

セクション Bの熟議の様子 

仲西委員長のお話 


